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研究プロジェクトの名称 

初等・中等教育における次世代型プログラミング学習システムと学習指導

案の開発および実践評価 

 

 

 

 

 

研究プロジェクトの概要 

我々は，これまでに行ってきた初等・中等教育における体系的なプログラミング学習

の資質・能力に基づくカリキュラムに関する研究で明らかになった教科間および学校

種間の連携と支援に関する課題に対して，(1)初等・中等教育で統一的な地域課題を扱

うこと，(2)情報・データの利活用の４段階に基づき構成される教材の活用することと，

(3)各科目と単元を「情報科学技術を学ぶ科目・単元」と「情報科学技術を活用した学

びを行う科目・単元」に整理して相互にデータ・システムの視点で関連付けることで

解決できる可能性を明らかにしてきた．本研究では，これら３つの観点に基づき，地

域課題解決を志向した Cyber-Physical System 学習基盤システムの試作と初等中等教

育における体系的な学習指導案を作成すると共に実践評価を通して，これらの効果検

証と今後のプログラミング学習のあり方について考察する．本研究の主な特色は，

Cyber-Physical System 学習基盤システムは，情報・データの利活用の４段階を網羅し

ており関連先端技術およびデータを活用した各教科・単元間の連携が可能なことにあ

る．また，それにより，初等・中等教育において一貫した学習指導が可能となりプログ

ラミング的思考を体系的に学ぶことが可能となったことである 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

※申請時にチェックした 

「取組課題」との関連と 

その成果も明記すること。 

 

 

本研究の成果は以下の点にある． 

(1) 研究代表及び分担者が所属する信越地方および北陸地方の主要な産業である農

業と関連の深い気象情報等を中心に情報を取り扱う Cyber-Physical System 学習

基盤システムを構築した 

(2) 初等・中等教育における喫緊の課題であるプログラミング教育の体系的なカリキ

ュラムを情報・データの利活用の４段階に基づき構成される学習指導案と教材で

構築した 

(3) 現職教員や地域のエンジニアの視点を取り入れて，プログラミング環境に日本語

を用いたり，問題対象のモデリングと思考法（アルゴリズム化）に重点をおいた

教材を開発した 

今後，新型コロナ感染症拡大に伴い，十分な実施ができなかった実践的な評価を研究

分担者の実践協力校と行い教材およびカリキュラムの改善を行っていく予定ある． 
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学校現場や授業への研 

究成果の還元について 

研究成果は，学会発表，ホームページでの教材の公開を通して広く社会に還元すると

共に，現職教員向けの研修会などを通してその内容を周知し行く．また，学部および

大学院における情報関係の授業において，成果を述べると共に演習科目において実践

的な教材開発課題として還元していく． 

 


